短期海外研修における単位認定について～教務係～
★国際コミュニケーション学部★
  単位認定の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 自律学習の単位として認定。
　　　①海外で語学研修を行った場合・・・・海外語学実習
        ・担当教員との面接で、修了した授業科目の内容の詳細を説明してください。
　　　②海外でボランティア、フィールドワークを行った場合････海外実地体験
     　・海外実施体験の単位認定を予定している場合には、あらかじめ担当教員
　　　　（甲村美帆准教授）にできるだけ事前(留学前)に相談してください。
　単位認定の基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・海外語学実習：留学先が語学学校等で、その授業を履修した場合
→概ね授業時間２０時間につき１単位
・海外実地体験の場合
→概ね授業時間３０時間につき１単位
※単位認定された科目は、履修済とみなされますので、重複して履修登録しないよう
に注意してください。
　単位認定申請手続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  帰国後　
　　
　　①　単位認定申請書等資料を、教務係へ提出
＜提出書類＞
単位等認定申請書（学部別）　
＜添付資料＞
　申請書には、次の資料を添付してください。
　１）海外語学実習
ⅰ)実際に講義に出席した授業時間数、授業内容等がわかる書類
（時間割、シラバスその他の資料等）
ⅱ)成績証明書（成績が証明される書類）
ⅲ)成績証明書の日本語訳
ⅳ)修了証明書
　　　　 ２）海外実地体験
　　　　　ⅰ）学外自律学習活動記録
　　　　　ⅱ）学外自律学習活動レポート
　　　　　ⅲ）活動の内容がわかる資料
＜提出期限＞
帰国後２週間以内
②　担当教員との面接  
③　単位認定通知により通知（成績は、成績通知書で確認）
